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川島篤志・菊川　誠・錦織　宏・増田浩三（編集）
『考える身体診察　� �
症状・主訴から組み立ててゆく身体診察のストラテジー』

沖縄県立中部病院総合内科

金城紀与史
　身体診察は習得が難しく，しかも所見があるのか
ないのかきちんとフィードバックを受ける機会が少
ないために，自分の診察技術が正しいのかどうかも
不確かなまま卒業，研修修了してしまうことも多
い．「白黒」はっきりしてくれる客観的な血液や画
像検査に依存しがちなサイクルに陥ってしまう．こ
うした批判から，OSCE をはじめとして医学部での
診察技術の教育が充実してきたし，身体診察の教科
書も多く出回り，有名な洋書も比較的早く日本語訳
が出版されるようになった．
　では本書の特色は何か．それは「考える診察」を
強調している点である．心音の聞き方，神経所見の
取り方など正しい診察技法を身につけても，それだ
けでは臨床現場では不十分である．目の前の患者の
主訴，病歴から鑑別診断をあげる．鑑別診断は見逃
してはいけない緊急疾患，頻度の高い疾患を軸に考
える．頭の中にイメージした「診断」を身体診察に
よって探しに行く作業が必要なのである．問診でス
クリーニングをし，身体診察で確定診断を付けると
いうイメージである．ところが従来の身体診察の教
科書では正しい診察技法や，異常所見についての記
載がされても，どういう患者でどういう所見を「見

つけ出すべきか」という記載が少ない．本書では対
照的に，最初に症例呈示がある．主訴から何を考え
るべきかを検討し，診断を導くための診察のポイン
トを明示してくれる．主訴は「目が赤い」，「頭痛」，

「腹痛」から「血圧が高い」，「肩・膝・足の痛み」
など一般外来や救急外来でよく遭遇するものになっ
ており，限られた時間内に効率よく鑑別診断をあげ
て焦点を絞った診察をして診断に結びつけるポイン
トが記されている．
　もうひとつの特色は図解が多いことである．イラ
ストの多用で診察のポイントや診断アルゴリズムが
わかりやすい．身体診察の包括的説明は本書の趣旨
ではない．生きた身体診察の用い方を示す本書は医
学部高学年，研修医以上向けといえる．序文にもあ
るが，本書は改訂を重ねて項目を増やす予定だそう
だ．たしかに「めまい」「失神」といった主訴の項
目がまだない．この本だけで外来や救急診療をこな
すことはできないかもしれないが，主訴から効率よ
く的を絞った診察を行う流れを学習したい読者には
大変参考になるだろう．
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